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正常眼圧緑内障と眼圧

序　論

富田剛司＊

今月の特集は「正常眼圧緑内障と眼圧」である。
正常眼圧緑内障は，医師も患者も “正常”という
言葉に惑わされがちである。眼圧が正常なので，
緑内障の発症原因を眼圧以外の要因に求めるとい
う考えも当然成り立つ。ただ，問題なのは，今自
分の目の前にいる患者の眼圧は本当に正しく評価
できているのかという点である。正常眼圧緑内障
は，眼圧とは何なのかということを最も考えさせ
られる病態と思われる。今回は，5つのテーマに
関して，正常眼圧緑内障における眼圧を考察して
みた。
まず，体位と眼圧の変化である。これは今回執
筆いただいた原 岳先生が長年にわたり調査，研
究されてきたテーマであり，座位と仰臥位におけ
る眼圧の違いとその原因が明瞭に説明されている。
次に，24時間眼圧変動に関してである。心電図
や血圧においては 24時間測定が定着しているが，
眼圧はまだその端緒についたばかりである。正常
眼圧緑内障患者は，24時間眼圧が正常なのかと
いう重要な問題を解決してくれる可能性もあり期
待が持たれる。現時点では自由診療枠内というこ
とになっているが，トリガーフィッシュの使用法

と解釈について，東條直貴先生が詳しく解説され
ている。さらに，脳脊髄圧（脳圧）と眼圧の関係で
ある。“篩状板圧較差”という考え方があるが，
これは基本的には眼圧と脳圧との圧較差というこ
とになる。したがって，脳圧が低い場合は，眼圧
が正常範囲内であっても篩状板にかかる負荷は強
くなる。野呂隆彦先生には，実験緑内障による
データも含め詳細に解説いただいた。また，24
時間眼圧測定でもわかったことであるが，瞬目に
より眼圧はスパイク状に高くなる。では，目を
ぎゅっと閉じると眼圧はどうなるのであろうか。
閉瞼が眼圧に与える影響は興味深いテーマである。
浪口孝治先生は，多くの自験例を中心に眼瞼圧と
眼圧の関係を解析されている。眼瞼圧が 24時間
眼圧とも相まって新しい眼圧評価パラメータに
なってくるのか，今後の展開がまたれるところで
ある。最後に，我々眼科医の最大の悩みのひとつ，
“超低眼圧”正常眼圧緑内障に眼圧下降療法は有
効かという点である。大御所のお一人である山本
哲也先生に解説いただいた。真摯に緑内障と向き
合ってこられた先生ならではのご見解であり，必
読していただきたい。
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